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審査要旨 
 本論文は、近年の環境問題に関する社会的な関心の高まりを受けて、日本中世史研究の分野からこれに
迫ったものである。その視点として景観と生業を二本の柱とし、荘園・村落史研究の中から展開されてき
た「人と自然の関係史」を発展的に継承して、日本中世における環境史研究の体系化を試みた。構成は、
第Ⅰ部「開発と景観」、第Ⅱ部「生業と地域環境」からなり、紀伊・大和・近江を主な対象地域としてい
る。 
 第Ⅰ部一章「中山間荘園における開発と在地領主－紀伊国鞆淵荘を事例に－」は、紀伊国鞆淵荘（和
歌山県紀の川市）の開発について、荘園領主である石清水八幡宮によるものと、在地領主鞆淵氏によ
るものの二類型に分けて分析を加えている。前者は山林資源の供給を目的とするとともに高度な動員
力・技術力に支えられた用水路開発を通じて積極的に水田開発に取り組んでいたこと、後者は苧麻・
綿の生産を拡大させることに主眼があったことを見出して地域の特性を明らかにしている。南北朝期
以降、これらの開発は新たな荘園領主高野山に引き継がれることになるが、自立的な農民たちの活動
は、従来の八幡信仰を基盤としていることを指摘する。以上、一章では、石清水八幡宮文書・高野山
文書などの文献史料の外、地名・石造文化財・水利施設など現地調査による豊富なデータにより裏付
けを行っており、地域環境史の具体的な方法が提示され、本論文の特質が際だつ章となっている。二
章「紀ノ川流域荘園における混作と出作」は、官省符荘における応永年間の検注帳により中世村落内
における中心集落と周縁地帯をモデル化し、それぞれの居住者と他所からの出作者が耕作する水田・
畑地の割合を分析したものである。中心地域では少数の根本住人が多くの耕地を有するとともに、多
数の出作者が少ない耕地(特に水田）を分け合っている状況を明らかにした。中世の村落景観を具体的
に提示した点で貴重な考察となっている。三章・四章では、紀ノ川流域で信仰を集めた粉河寺に関わ
って荘園絵図による景観的な分析を試みるとともに寺僧と開発に関する考察を加えている。以上の論
考を踏まえて五章では「村落景観の変容と地域社会－紀ノ川流域村落を事例に－」として、粉河寺領
東村が、鎌倉・南北朝時代には散村的景観であったものが、１５世紀以降には停滞状況を克服するた
め、粉河の市との関係が強化され、街道沿いに集村化する様相を提示している。以上のように第Ⅰ部
では紀ノ川流域の荘園および村落と、この地域で大きな位置を占めた粉河寺を中心に考察し、水利施
設についての詳細な考察も行いながら地域環境と人間社会との関係を明らかにした。 
 第Ⅱ部一章「中世における山林資源と地域環境－近江国葛川と周辺荘園の相論を事例に－」では、
京都に近い葛川の地において、薪炭生産の用益地の拡大によって霊場の森林が消滅することを訴えた
相論を取り上げ、中世における環境保護の問題点を明らかにする。さらに同地には材木生産と焼畑の
問題があり、事態が複雑化している状況を分析し、地域環境と生業の調和がこの時代から課題となっ
ていたことを指摘して、鎌倉時代の相論を通じて培った住民の自力救済的な課題解決の能力が南北朝
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時代以降のいわゆる惣村を準備したとしている。二章では大和国平野殿荘における山野相論を事例と
して荘園制展開期における山野の領有の問題を扱う。ここでは東寺による松茸採取がおこなわれる一
方で興福寺一条院家による山木の伐採と萱草刈りなどが進められ、中世荘園の成立期にはこれらが自
然分有的なシステムとして機能し、これこそが領域型荘園と呼ばれるものの実態であると述べる。し
かし、このようなシステムは綻びやすく、そのような破綻を乗り越えて排他的な一円領を形成する動
きとして室町期の荘園制再編問題を捉えることができるとする。以上の山野領有の問題は、三章にお
いて紀伊国名手荘と丹生屋村の相論を考察することにより深められ、これらを前提として第四章では
惣村の成立を水資源の確保から論じ、第五章では山岳寺院などにおける殺生禁断と森林保全との関係
を明らかにしている。さらに第六章では環境管理という視点により、荘園制の構造的特質とその矛盾
の克服過程から南北朝時代以降の一円領化と惣村の成立への見通しを立てている。このように第Ⅱ部
では、主として山林における生業を分析し、水資源にも配慮しながら地域環境と惣村との関係を多面
的に明らかにした。 
 以上、本論文は日本中世史における基礎構造の根幹的な命題「荘園から惣村へ」について従来の文
献資料研究の枠を大きく超えて環境史の視点から解明したものといえよう。山林と水資源を基盤とし
て集落と耕地の景観を鮮やかに示すその方法は、1980 年代から長足に進歩した日本中世史のフィール
ド研究における体系的なモデルを示し得たと評価できる。これらをなし得た本論文は、博士（文学）
の学位を授与するに値するものである。 
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